








この時点で編み上げ靴の靴紐のような形になるはずである。結紮した糸をまたさらに半周ずつ回しながら第2結紮を越えて皮膚側

に少し戻るようにし、直前の結紮（第2結紮）に向かう糸を押さえるように男結びで2回結紮する（第3結紮：⑪～⑭）。こうすること

で、第3結紮で第2結紮を押さえこんでしまうため、糸はきっちりと固定される。シリコン製のドレーンの場合、シリコン特有の摩擦

があるので、絹糸との相性が極めてよく、この“編み上げ固定法”では故意に糸をナーブフックでずらさない限り、固定が外れることは

ない。注意すべき点は、これら3つの結紮は決して締め過ぎてはならないということである。糸を適当な長さに切って完成である

⑮。完成形を⑯に、完成形を180 反゚対から見たものを⑰に示す。

⑪

⑫

⑬

●第2結紮から皮膚側に少し戻し、第2結紮に向かう糸を上から押さえて固定するように結紮する
（第3結紮：⑪～⑭）。
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